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校内研究推進委員会

米沢市立窪田小学校

児童のひとみが輝く 授業の創造

～かかわりの質の向上と主体的に学ぶ児童の育成～

プログラミング教育で学びを深める
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米沢市立窪田小学校の研究
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子ども同士
のかかわり

学ぶ楽しさを感じながら意欲的・主体的に取り組む
「ひとみ輝く姿」

教師との
かかわり

学びの対象
とのかかわり

①知識・技能の習得

②考える場の設定

③まとめ方の工夫

④考えが深化する工夫

(１)効果的な学習活動 (２)１年間を通した
取り組み

(３)授業への「かか
わり」の位置づけ

⑤学習カリキュラムの設定

⑥協働的な学びの場の設定

⑦系統的な話し方の指導

⑧効果的なかかわり

⑨つけたい力の明確化
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米沢市立窪田小学校の研究
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子ども同士
のかかわり

「ひとみ輝く姿」

教師との
かかわり

学びの対象
とのかかわり

③まとめ方の工夫

④考えが深化する工夫 ⑤学習カリキュラムの設定

⑨つけたい力の明確化
⑥協働的な学びの場の設定

⑦系統的な話し方の指導

②考える場の設定

①知識・技能の習得⑧効果的なかかわり

具体的方策と
３つのかかわりの関係性

情報活用能力を生かし、プログラミング教育で学びを深めると
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なぜ、プログラミング教育を導入するのか
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コンピュータを理解し上手に活用していく力を身に付けることは、あ
らゆる活動においてコンピュータ等を活用することが求められるこ
れからの社会を生きていく子供たちにとって、将来どのような職業
に就くとしても、極めて重要なこと

①「プログラミング的思考」を育むこと

②プログラムの働きやよさ、情報社会がコンピュータ等の情報技
術によって支えられていることなどに気付くことができるようにす
るとともに、

コンピュータ等を上手に活用して身近な問題を解決したり、より
よい社会を築いたりしようとする態度を育むこと

③各教科等の内容を指導する中で実施する場合には、各教科
等での学びをより確実なものとすること

プログラミング教育のねらい

思考力、判断力、表現力

知識及び技能

学びに向かう力

深い学び・カリマネ
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5



Y o n e z a w a ５ ｔ ｈ J u n i o r H i g h S c h o o lY o n e z a w a Ｃ ｉ ｔ ｙ Ｂ ｏ ａ ｒ ｄ O f Ｅ ｄ ｕ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

6



Y o n e z a w a ５ ｔ ｈ J u n i o r H i g h S c h o o lY o n e z a w a Ｃ ｉ ｔ ｙ Ｂ ｏ ａ ｒ ｄ O f Ｅ ｄ ｕ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

何ができるようになるか
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情報活用能力を育成すること
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何ができるようになるか
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情報活用能力を育成すること

情報機器の操作・プログラミング・情報モラル
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何を学ぶのか
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各教科等での学びをより確実なものにする

正三角形は角度６０度というあいまいな考えを
正三角形の内角は６０度、外角は１２０度と明確にする
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どのように学ぶのか
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主体的・対話的で深い学び

①学びの目的を自己決定する
②目的を達成するための知識や技能に気付く
③論理的に解決の方法を考える
④理論と体験によって導き出されたことをまとめる
⑤日常や次の学びに生かす

プログラミングできることが教科
の目的ではない。

教科を学ぶ意義を考え、次の学
習や日常につながる学びにして
いくことが「主体的・対話的で深い
学び」になる。
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カリキュラム・マネジメントの必要性

12

情報活用能力育成のための時間は確保されていない

授業を進める中で積極的にＩＣＴを活用し、その結
果で情報活用能力が育ったと言えるようにしたい。
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プログラミング的思考を
系統的に育てる
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プログラミングの基本
①順次処理
②反復処理
③分岐処理

発達段階に応じて学ぶ
（低）アンプラグド
（中）アンプラグド＋ＩＣＴ
（高）ＩＣＴ
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学びがより確実に
なること

プログラミングを通して
自分たちで学ぶこと
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だれもが行きたくなる
学校づくり

カリキュラム・マネジメント

指導法・教材研究


